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取組 成果 成果と課題 評価 コメント

学校教育目標
〇よく学び、深く考えた行動のとれる生徒の育成
〇心身ともに健康で、思いやりの心をもった生徒の育成
〇責任を重んじ、自主性に富んだ生徒の育成

〇「学びと行動の学校」（全ての活動に生徒の学びがある学校、全ての活動で生徒が前向きに活動する学校）を築くこ
とで、学校の教育目標を達成する。〇「学び、つながり、高め合い、きりひらく生徒」（自ら学び、互いに学び合う生徒、
人や物や社会とのつながりを大切にする生徒、互いの個性や能力を認め、高め合って伸びる生徒、自他の知恵と力を
合わせて問題を解決し、未来をきりひらく生徒）を育て、学校の教育目標を達成する。

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞・６０周年記念式典を行うことができ、生徒たちの活動も工夫し生徒が自己有用感をもてる活動ができた。
　　　　　　・オリパラ講演会においてオリンピアンを呼びよい講演会ができた。
　　　　　　・コロナ禍においても中庭を利用して吹奏楽部の発表を行い、学年運動会も工夫して実施できた。
＜課題＞・不登校が改善しきれない生徒に対する指導と対応。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策

いきいきと学ぶ学
校づくり

確かな学力の向上 ・「確かな学力向上推進プラン」の実施・改善や補
習の実施などによる指導の充実と授業力の向上
・「各教科等の連携教育プログラム」による連携の
充実

校内独自検定（ＭＭＭ検定）
を活用し学習を進める。

ＭＭＭ検定の合格率を８５％
以上を目指す。

Ａ Ａ MMM検定により基礎学力の定着
が確実に進んでいる。

Ａ

体力の向上 ・体育の授業での補強運動や休み時間における
主体的な運動の実施による運動意欲の向上

体育の授業初めに体力向上を
目指し、基本運動を取り入れ
た。

体育の授業毎時間で行い体
力の向上を目指す。

Ａ Ａ コロナ禍による運動不足は否めな
いがその中でも工夫して取り組め
た。さらなる体力向上が課題であ
る。

Ａ

外国語教育の推進 ・授業力の向上とALTの効果的な活用 テーマを決めそれについての
質問や自分の意見をＡＬＴとマ
ンツーマンで答える。

スムーズな会話や相槌が自然
にできるようになり、自ら質問を
３つできるようになる。

Ａ Ａ ＡＬＴと楽しみながら会話する生徒
が増えた。質問が同じ内容に偏り
がちである。

ＭＭＭ検定を行うことで単元の
振り返りを行い、次の学びにつ
ながりありがたい。

基礎学力の定着を更に
進めるため、定期考査
前の補習教室を充実さ
せる。

読書科の更なる充実 ・読書を通じた探究的な学習の充実
（読書科ノートの活用、資料の収集の仕方や記録
の取り方の指導、自己の考えをまとめ表現する方
法の指導、朝読書と１単位時間の授業との関連
付け、他教科との関連等）
・学校図書館の整備、学校図書館を使った授業
の充実

・お勧め本紹介カード作成や
弁論大会に向けた自身の考え
をまとめ発表する。
・図書スーパーバイザーと図
書ボランティアによる学校図書
館整備。

・読書を通じて自己の考えをま
とめ表現できるようにする。
・学校図書館の整備をスー
パーバイザー中心に毎月１回
のペースでボランティア４名と
行う。

Ａ Ａ ・各クラス・学年内での弁論大会で
発表することで、自信につながり自
己肯定感が高まる。
・学校図書館整備が進み、移動図
書選定も先生方の協力で、多様な
図書を新しく購入することができ
た。
・宿泊学習や校外学習において、
本による調べ学習を行い、まとめ発
表を行うことができた。

Ａ

・自分の考えをまとめ相手に伝
えることは、仕事をするうえでも
大切なことである。
・本は自ら学ぶ基本と考える。
ネットでなんでも調べられる時
代であるが、学校図書館の活
用がさらに増えると良い。

他者の考えを聞くこと
で、違う考えに触れ自ら
の考えについて、再考
しブラッシュアップでき
る力をつけていく。

中学や高校は人生の中でも基
礎体力をつける大切な時期で
ある。将来のためにも元気な体
を作ってほしい。

寒い時期には長距離
走に取り組ませ、体力
向上を図る。

オリパラ教育の推進 ・「オリンピック・パラリンピックレガシー創造プラ
ン」に基づく取組、「学校2020レガシー」の設定や
オリパラコーナーの充実

・1964年の東京オリンピック
め、当時の記録や写真をパネ
ルにし掲示した。
・陸上の世界と日本の男女の

東京２０２０オリパラのメダリスト
たちの結果をパネルにして校
舎内に掲示する。

Ａ Ａ オリンピック・パラリンピックについ
ての掲示をパネルにして掲示し、
生徒や来校する関係者に好評で
あった。今後行われるオリ・パラに

Ａ
スポーツのもつ力を実感するこ
とができ、生徒たちにも記憶と
感動に残るものだったと思う。

冬季北京オリンピックに
ついても何らかの形で
取り上げる。

Ａ
グローバルな世界に出ていく生
徒たちには英語を使いこなして
ほしい。

英語に親しめるよう英
語科教員で工夫してい
く。

健全育成に向けた取
組の強化

・いじめ・不登校の未然防止に向けた魅力ある学
校づくりの取組の充実
・チルドレン・サポートチームや生活指導連絡協
議会の活用

支援委員会を中心に不登校
生徒の状況を確認しＳＣと対
応方法を考え実践していく。

ＳＣ、区関係機関と連携し生徒
一人一人に合った手立てを準
備する。

Ａ Ａ 生徒個々の時間経過による変化や
対応の変化を記録し、対応を順次
変えており最良な手をうっている。
不登校生徒全員に対応できていな
い。

Ａ

不登校の生徒たちは一人一人
違い、家庭の状況も違って当然
であるが、良い方法を模索して
ほしい。

学校だけではなく、関
係諸機関との連携を深
め対応してく。

特別支援教育の
充実

特別支援教育の推進 ・校内委員会の活性化を図ることなどによる指導・
支援の充実
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に
応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の充実

巡回指導専門員や巡回指導
教諭と連携し、苦手な内容や
困りごとを確認しできることを増
やしていく。

生徒一人一人に合う指導方法
を検討し、できるだけ早く適切
な方法で対応する。

Ａ Ａ

苦しんでいる生徒が多く、一人一
人違う対応が必要で工夫してい
る。時間がかかってしまうことが課
題である。 Ａ

不登校生徒の授業へ
の参加を目指して取り
組んでいく。

新しい取り組みで巡回してくる
先生方がいるということである
が、少しでも前向きになるよう指
導してほしい。

個々の生徒に必要な支
援を巡回指導専門員
や巡回指導教諭と早く
見つけ対応していく。

Ａ Ａ
ＩＣＴ研修が進み、教員がｉｐａｄを活
用し授業を進められるようになって
いる。自宅でも生徒が授業を受け

Ａ
時代の流れと言えば仕方がな
いが、少なくとも小中学生は学
校で友達と触れ合いながら成

教員の資質向上

教員研修の充実 ・学習用タブレットを活用した授業実施に向けた
研修

ＩＣＴ校内研修の実施 ｉｐａｄを活用した研修を行い、
授業配信ができるようにする。

特色ある教育の
展開

小中連携教育の推進 コロナ禍での小中連携の形を模索するが、できる
範囲で取り組み少しでも生徒たちの活動にプラス
になる取り組みを進める。

７月７日に２校の小学校とオン
ライン研修を行い、卒業した生
徒たちの学校生活の要する動
画で見てもらった。

７月７日に２校の小学校とオン
ライン研修を行い、卒業した生
徒たちの学校生活の様子を動
画で見てもらった。

オリパラ教育の推進 オリンピアンやパラリンピアンから夢に向かう気持
ちや態度について学び、自己の人生へ生かすこ
とができる。

ＰＴＡと連携して「夢を育む講
演会」と題し、オリンピアンやパ
ラリンピアンを講師として招く。

３月１０日に講師を招き、講演
を行う予定であり、人選を進め
ている。

Ｂ

新しいか形の小中連携ができた。
更なる連携の形を模索することが
課題である。 Ｂ

先生方の連携も含めて、児童
生徒の連携も早く取り組めるよう
になってほしい。Ｂ

Ａ

ブレイクダンスの日本代表選手を
招くことができないか折衝をしてお
り、３月に講演を行う予定である。

Ａ

２４年のパリオリンピック正式種
目ということで若い人たちには
注目を集めそうで楽しみであ
る。

折衝を繰り返し実現さ
せたい。

コロナの感染状況と区
の判断に従い実現に
向けて計画していく。

Ａ


